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「小さな親切」実行章は、皆さまの身近にいらっしゃる「親切な行い」や「思いやりある行い」「心あたたまる行い」をさ
れた方々に感謝の気持ちを込めて贈呈するもので、地域社会に思いやりの心を広げていく活動です。
2022年度は、高齢者の保護や道路でのけが人の救護、地域の清掃活動や子どもの見守りなどの推薦が多く寄せら
れ、全体では、団体44先、個人93人に実行章を贈ることができました。
「小さな親切」実行章は、いつでも、どなたでも推薦できます。日常の中で何気なく行われている親切な行いを見かけ
ましたら、推薦用紙に「いつ、だれが、どのような親切をされたか」をご記入のうえ、県本部事務局までご連絡ください。
推薦用紙は、県本部のホームページまたは本冊子P.11の推薦用紙をご利用ください。

「小さな親切」実行章贈呈事業
「小さな親切」実行章の推薦と贈呈

2022年11月22日（火）、静岡銀行研修センター（2階大会議室）で、「第18回フォーラム」を開催し、「あいさつ運動協
力校の感謝状贈呈」と「作文コンクール入賞者の表彰」を実施しました。当日は、県本部役員、受賞者、関係者の皆さま
71名の方々にご参加いただきました。
フォーラムでは、県本部活動報告の後、2021年度から2年間あいさつ運動に取り組んでいる協力校11校（内出席
7校）に対する感謝状の授与、作文コンクール入賞者の表彰状の贈呈を経て、あいさつ運動協力校を代表して湖西市立
岡崎中学校、岡崎小学校の皆さまに取り組みの様子を発表していただきました。次に、作文コンクール県知事賞受賞者
2名による作文の朗読が行われました。
「小さな親切」運動静岡県本部では、青少年（小・中学生）の心の育成事業として、あいさつ運動協力校によるあいさつ
運動実践活動や「小さな親切」作文コンクールを実施しており、フォーラムにて感謝状・表彰状贈呈式を開催し、広報活
動も行っています。

広報活動
「第18回フォーラム」の開催

【2022年11月受章】
静岡県立静岡高等学校
マンドリン部 様

プレゼンター：紅林保志支部長
（静岡銀行北安東支店 支店長）

長沼西町合同町内敬老会にてマンドリ
ン演奏を披露。「長沼音頭」や「川の流れ
のように」など１０曲を演奏し、参加者に
大変喜ばれました。

【2023年1月受章】
金刺 貴彦 様

プレゼンター：林 剛志支部長
（静岡銀行松崎支店 支店長）

オリジナルソングを通じて出身地の西
伊豆町を盛り上げるため、長年にわたり
認定こども園や小学校でギターの弾き
語りを披露し、合唱しています。

【2022年12月受章】
大西 彩愛 様

プレゼンター：西田吉輝支部長
（静岡銀行焼津支店 支店長）

小学校の先生が長い髪を切った時に
「ヘアドネーション」活動を知り、自分も
誰かの役に立ちたいと決心して約2年
半髪を伸ばし、31㎝の髪を寄付しました。

■2022年度下期　実行章受章者一覧
受章者名・団体名受章月

（受章日順・敬称略）

10月

11月

石間 翔大
渡邉 洋一
佐塚 あき子
谷澤 始
新居文化公園バラの会
聖隷クリストファー中学校
望月 大士朗
白鳥 央仁朗
千葉 龍一
渡辺 士侑
松下 颯
岸端 恭平
澤田 琉矢
磯部 優来
PHAM THI MAI HIEN
BUI VAN HOANG
静岡雙葉学園母の会 ボランティアコスモスの会
静岡県立伊東商業高等学校
静岡県立静岡高等学校 マンドリン部
湖西市立鷲津小学校 四年一組
湖西市立鷲津小学校 四年二組
湖西市立鷲津小学校 四年三組
湖西市立鷲津小学校 四年四組
湖西市立鷲津小学校 四年五組
湖西市立鷲津小学校 五年二組

受章者名・団体名受章月

12月

1月

2月

倉持 巧
岡田 茄奈
大森 水緒
平井 奏羽
網谷 羽真
前嶋 旺次郎
ムナシンハ ディオン
近藤 優衣
石切山 果穂
望月 百愛
大西 彩愛
藤枝市立岡部中学校
山田 葵
内藤 実珠
栗﨑 克之
金刺 貴彦
浜松市立芳川小学校一年三組
学校法人浜松海の星学院 浜松聖星高等学校
土屋 康子
福島 優吏
園田 航右
髙橋 渉
戸塚 琉生
増田 悠真
森木 日日生

受章者名・団体名受章月

2月

3月

大橋 芽里咲
鷲平 柑菜
山田 亜妃那
秋山 祐子
望月 由紀子
伊豆の国市立韮山南小学校六年生
，96三南会
森田 ヒロト
張 黛 萱
鈴木 大河
宮部 晴名
中山 開晴
阿久澤 桃楓
福島 優一郎
鎌田 紬生
森下 歩夢
鈴木 富士美
大石 鐘邇
藤田 さかゑ
高天神城観光ボランティアの会
新神子区町内会
バルーンアートK
みさくぼ観光ボランティアガイドの会
T-Dream
浜松市立伊目小学校 児童会
庄内学園

2021年度指定あいさつ運動協力校の皆さま

あいさつ運動協力校贈呈式出席者記念撮影

閉会あいさつ
静岡県本部 後藤副代表

開会あいさつ
静岡銀行 滝澤取締役常務執行役員

来賓あいさつ
静岡県健康福祉部 後藤部長代理

司会
テレビ静岡 大森アナウンサー

感謝状の授与
2021年度指定あいさつ運動協力校
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第10回「小さな親切」作文コンクール入賞・入選者

静岡県知事賞
静岡県教育長賞

「小さな親切」運動静岡県本部賞
金　賞
金　賞
金　賞
銀　賞
銀　賞
銀　賞
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選

静岡県知事賞
静岡県教育長賞

「小さな親切」運動静岡県本部賞
金　賞
金　賞
金　賞
銀　賞
銀　賞
銀　賞
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選

5年
6年
3年
5年
6年
6年
3年
2年
6年
5年
5年
5年
3年
6年
6年
4年
5年
6年
3年
1年
1年
1年
3年
3年
2年
2年
2年
2年
1年
3年
1年
3年
1年
3年
3年
1年
3年
2年
3年
1年
3年
3年
3年
1年
3年
1年
3年
3年
2年
2年

宮口　かほ
髙栁　翔
松野　二久
小澤　響
水野　瑛仁
溝尻　真帆
河住　花
窪野　柚月
高林　李羽
池田　杏璃
石川　凌佑
神谷　朋佳
金原　悠馬
杉山　結芽
鈴井　来琉
増田　実茉
山崎　蘭
山本　苺
宮本　諒太朗
近藤　暖
大村　弥市
天野　心結
海野　七音
鈴木　さくら
右藤　結衣子
齊藤　朱里
森田　瑞稀
池田　こころ
伊藤　希恵
大石　華姫
岡本　陵助
亀久保　遥斗
菊池　藍衣利
窪野　月香
栗原　微始
四ノ宮　采美
鈴木　千穂
清　美智花
瀧澤　奏乃
中沢　日咲
橋爪　杏奈
廣瀨　麟
藤本　稟子
増田　稟南
松永　悠伽
宮本　優香
村橋　優奏
村松　芹奈
村松　李音
山﨑　陽奈子

歩はばを合わせて
「聴くこと」こそ心のワクチン
優太くんの　青いかさ
とっても小さな親切
思いやりいっぱいの場所
相手を思うこと
「やさしさのリレー」
雨の日のこと
「親切は勇気」
「思いやりは心のワクチン」
思いやりは心の種
「周りの幸せが自分の幸せ」
ぼくの気持ち
みんな平等に
「親切って」
地球にも親切を
迷わない親切
小さな親切の積み重ね
僕の背中にある勇気
年のはなれたお友達
勇気と知識
沢山の人が笑顔になれるように
「バス停での出来事」
思いやりによって守られる健康な心と体
親切は「ありがとう。」のため？
親切のバトン
つなげたい親切
ヘアドネーション
まねをして人を笑顔に
心のワクチン
一日一善を通して
十文字を言う勇気
友達とのファインプレー
親切の力
「誰かのヒーロー」
おばあちゃんの心くばり
親切の連鎖のために
「祖父のように」
優しさの循環
親切の力
「笑顔を増やすために」
間接的な優しさ
人助け
親切を考える
「祖母の二つの思いやり」
誰かの心のワクチンに
意味ある親切
“見守る”親切
思いやりを「ありがとう。」に
さりげない優しさでも

長泉町立長泉小学校
浜松市立入野小学校
浜松市立都田南小学校
浜松市立鴨江小学校
浜松市立伊佐見小学校
浜松市立井伊谷小学校
浜松市立与進小学校
浜松市立豊岡小学校
浜松市立有玉小学校
浜松市立井伊谷小学校
袋井市立高南小学校
袋井市立浅羽北小学校
浜松市立有玉小学校
浜松市立豊岡小学校
湖西市立東小学校
三島市立山田小学校
浜松市立佐鳴台小学校
浜松市立井伊谷小学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡市立東豊田中学校
静岡市立籠上中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡大成中学校
静岡市立豊田中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
牧之原市立相良中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡市立安倍川中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
藤枝市立大洲中学校
森町立旭が丘中学校
浜松市立舞阪中学校
学校法人日本体育大学浜松日体中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡市立蒲原中学校
牧之原市立相良中学校
学校法人磐田東学園磐田東中学校
富士宮市立芝川中学校
浜松市立八幡中学校
掛川市立西中学校
静岡市立蒲原中学校
浜松市立引佐北部中学校
島田市立六合中学校
牧之原市立相良中学校
静岡市立蒲原中学校
静岡市立美和中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部
静岡市立蒲原中学校
森町立旭が丘中学校
静岡県立浜松西高等学校中等部

学校名賞 学年 名　前 題　名

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

（敬称略）

　作品集には、入賞・入選作品50編と県本部の主な活動の紹介、実行章の推薦用紙が掲載されています。作品
集を希望される方は事務局までご連絡ください。この作品集を読まれた多くの皆さまに、子どもたちの純粋な心
が届くことを心から願っています。
　また、本年も第11回「小さな親切」作文コンクールを開催します。県内小学校、中学校の児童生徒の皆さんの
多くの応募をお待ちしています。

■3月に作品集を発刊しました

静岡県本部主催第10回「小さな親切」作文コンクールを開催しました。5月下旬に募集要項を発表、今回のテーマは、
「小さな親切」に加えて、特別テーマを「思いやりは心のワクチン」として、コロナ禍での親切や思いやりについての作文
も募集しました。
県内の小学生、中学生を対象に募集し、9月中旬に締め切り、134校から2,818編の応募がありました。応募作品の中

から、審査員による厳正なる審査の結果、各賞を決定し、11月22日(火)に行われた「第18回フォーラム」の席上で、入賞
者表彰式及び県知事賞受賞者による朗読を実施しました。また、3月には作品集を発刊し、県内の小・中学校などに配布
しました。
この作文コンクールを通して、子どもたちの心の中に、小さな親切や思いやりを感受できる豊かな心を育む活動を
続けていきたいと考えています。

青少年心の育成事業
静岡県本部主催 第10回「小さな親切」作文コンクール

作文コンクール表彰式出席者記念撮影

銀賞　高林 李羽さん金賞　水野 瑛仁さん

静岡県知事賞　宮口 かほさん 静岡県教育長賞　近藤 暖さん

静岡県知事賞　宮本 諒太朗さん
作文朗読のようす

「小さな親切」運動静岡県本部賞
大村 弥市さん
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毎年県内の4地区であいさつ運動協力校（実践活動期間：2年間）の活動を応援しています。啓発グッズの横断幕や
のぼり旗、タスキを贈り、各中学校区で小学生と中学生が一丸となって明るいあいさつの飛び交うコミュニケーション
豊かな地域づくりに取り組んでいます。
2022年度からあいさつ運動に取り組んでいる11校の1年間の活動の様子をご紹介します。

青少年心の育成事業
2022年度指定あいさつ運動協力校活動報告

静岡市

静東地区

三島市立山田中学校
生徒会本部を中心に、校舎内外で横断幕やのぼり旗を掲げ、あいさつ運動を実施しました。

また、各専門委員会であいさつ向上に向けた推進活動を企画し、あいさつ啓発に向けた「あい
さつ川柳コンテスト」等、あいさつの大切さを実感できる活動を実践しています。特に環境委
員会が「あいさつは人をつなげるだけでなく、植物を元気にさせる」をテーマに実施した植物
へのあいさつ運動は、ユニークさが話題になりました。

三島市立沢地小学校
児童会による「あいさつ活動」を皮切りに、月ごとの学年担当を決め活動を進めました。各学
級ではあいさつの目当てを決め、活動日時や場所などを話し合うほかにも、放送による呼びか
けや活動を盛り上げる動画、オリジナル・テーマソングの発表、全校へ向けたオンラインによる
ふりかえりシート作成など、オリジナリティーあふれる活動が多く行われました。スローガンに掲
げた「富士山に心が届くあいさつ」を実践すべく、全校で元気なあいさつの声を響かせました。

三島市立山田小学校
児童会が「日本一あいさつの出来る学校にしよう」と、クラス対抗あいさつプロジェクトを企
画しました。プロジェクト期間中は、あいさつに関するミッションを日替わりで出題し、全校児童
が楽しんで積極的にプロジェクトに参加しました。また、高学年児童は、校舎内外で横断幕やの
ぼり旗を掲げ、あいさつ運動を実施しました。隣接する中学校の生徒会と合同であいさつ運動
も実施し、地域に活気のある子どもたちのあいさつを響かせることができました。

静岡市立長田西中学校
長田西中、長田西小、長田北小の3校では、小中一貫教育において「あいさつあふれる学校づくり」

を軸に据えて活動しています。各学校では、児童会・生徒会が中心となって朝のあいさつ運動に取り
組み、さらにゼロのつく日には家庭（PTA）と地域（自治会）とも連携し、三者で気持ちの良いあいさつ
が響く長田のまちづくりに力を入れています。他にも、中学生が母校を訪ね、小学生と一緒にあいさ
つ運動を行ったり、各団体の代表者であいさつ運動について振り返るオンライン交流を行いました。

静岡市立長田西小学校
長田西中学校区では、毎月10日、20日を中心に学校・地域・PTAが一丸となって、あいさつ
運動に取り組んできました。3校共通のあいさつ標語と、3校それぞれのキャラクターをのぼり
旗や横断幕にデザインし、あいさつ運動を盛り上げました。11月には、それぞれの自治会、
PTA、児童・生徒の代表がオンラインで活動報告や課題について話し合いました。令和5年度
は、「自分からあいさつ」を合言葉に、さらに「あいさつあふれる長田西学区」を目指します。

静岡市立長田北小学校
長田西中学校区では、「あいさつあふれる学校づくり」を掲げ、毎月ゼロの付く日（10日、20

日）を中心にあいさつ運動に取り組んできました。3校の共通のあいさつ標語と、それぞれの学
校が選んだキャラクターをのぼり旗や横断幕にデザインし、あいさつ運動をスタートしました。
長田北小では、正門から昇降口に続くあいさつ通りに児童とPTAが、また正門前には地域の方
が立ち、一緒になって運動を盛り上げることができました。

静西地区

浜松市

掛川市立大浜中学校
あいさつは人間関係づくりの第一歩として、週3日生活委員の生徒があいさつ運動を展開し

ています。今年はそれだけでなく、生徒会役員と3年生の学級委員とがコラボし、6月には学区を
共有する大坂小のPTAの方々と一緒に、12月には千浜小の児童と一緒にあいさつ運動を実施し
ました。交差点を通る小学生や中学生はもちろん、会社へ向かう地域の方や学生にも積極的に
あいさつする様子は、あいさつをする方もされる方もお互い表情が柔らかいものになりました。

掛川市立大坂小学校
今年度はあいさつ運動を、「児童会活動の中心的な活動」と位置づけ、全校児童で取り組み

ました。児童会役員がリーダーとなり、門の前で元気にあいさつをすることから始めると、自主
的に参加するメンバーも増え、温かなあいさつの輪がどんどん広がりました。
また、PTAと連携した活動にも取り組みました。大浜中の生徒と一緒になって登校時のあい
さつ運動を行うと、本校児童だけでなく地域の方々ともあいさつを交わし合い、気持ちの良い
朝を演出できました。

掛川市立千浜小学校
運営委員会を中心に、毎日児童が登校する西門に立ち、のぼり旗を持って元気よくあいさつ
運動を続けました。運営委員会だけでなく、進んであいさつ運動をする「あいさつボランティ
ア」活動も続けられました。また、委員会の児童と、まちづくり協議会、PTA、民生・児童委員会
等が一緒に1週間あいさつ運動を行い、知り合いの方を見て喜んであいさつをする児童の姿
も見られました。卒業した中学生と一緒にあいさつ運動をした際は、なつかしい顔を見て嬉し
そうにあいさつする姿がたくさん見られました。

浜松市立可美中学校
4月に全校集会で「すばらしいあいさつ」とは何かを考え、具体的に気持ちの良いあいさつを
共通理解しました。校内では毎週行っている生活委員によるあいさつ運動に加えて、部活動ご
とや有志でのあいさつ運動にも取り組み、校外では生徒会執行部が小学校や幼稚園へ行き、
あいさつ運動を行ってきました。その結果、「自分から進んであいさつができる」生徒の割合が
4月は60％でしたが、12月は85％に増えました。

浜松市立可美小学校
「幸せを届けよう、つながる可美のまち」をスローガンに、中学校と連携してあいさつ運動に
取り組みました。朝のあいさつ運動をしたり、中学生のあいさつ動画を手本にして、「よいあい
さつ」を目指しました。
また、児童会の子どもたちが考案した、上級生と下級生がペアであいさつをしながら、校内
を歩く「あいさつパレード」を行いました。上級生の活発な声に励まされ、下級生も自然に大き
な声であいさつをすることができ、全校でのあいさつ運動が盛り上がりました。



S M A L L  K I N D N E S S  M O V E M E N T  S H I Z U O K A

87

次世代に残す里山づくりを目指して、静岡県環境ふれあい課が主催する森づくり県民大作戦に参加する団体と連携して、
植樹や森林整備の活動を実施しています。下期の活動は、13会場で527人の会員が参加しました。活動は植樹や下草刈り、
枯れ枝集め、しいたけのほだ木作りなど幅広く、子どもたちが参加できるものもたくさんあります。

環境保全事業
里山づくり（植樹や森林整備の活動）　

静岡県本部では、松崎町石部と菊川市倉沢せんがまちの棚田オーナーとなり、棚田保全
活動に参加しています。地元保存会の方々の指導のもと、10月に稲刈りを行い、収穫したお
米を児童福祉施設などへ寄贈しました。
また、静岡県本部では、「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」のオフィシャルサ
ポーターとして、HPやSNS等により、棚田の保全活動などについて周知活動を行ってきまし
た。今年度、農林水産省より棚田地域の振興等への貢献を評価していただき、「人と人とを
つなぐ」部門にて感謝状を頂きました。

環境保全事業
棚田保全活動

■石部棚田（2022.10.8 松崎町・松崎支部）

■せんがまち棚田（2022.10.22 菊川市・菊川支部）

第2回クリーン作戦は、県内59会場で1,742人、第3回クリーン作戦は、県内75会場で1,947人の参加があり、河川海岸の
活動や商店街、公園、駅周辺などの地域密着型の活動を行いました。

環境美化事業
第2回・第3回クリーン作戦の実施（10月～3月）　

クリーン作戦の一環として、福祉施設の奉仕活動を行い、車いす等の寄贈も行っています。
2022年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、奉仕活動は中止となりましたが、寄贈品は、車いすのほか、
介護する方々や利用者にとって必要な医療機器を施設のご希望に沿って寄贈しました。

福祉施設支援事業
車いす等寄贈と施設内奉仕活動

三島市・三島支部（2022.10.22）
三島田町駅周辺の清掃

静岡市駿河区・駅南支部（2022.10.22）
広野海岸周辺の清掃

富士市・富士支部（2022.11.12）
潤井川周辺の清掃

浜松市中区・富塚支部（2022.11.12）
佐鳴湖公園周辺の清掃

静岡市葵区・呉服町支部（2022.12.10）
静岡市中心部商店街周辺の清掃

浜松市中区・浜松中央支部（2023.1.28）
アクトシティ周辺の清掃

静岡市清水区・草薙支部（2023.2.4）
JR草薙駅周辺の清掃

富士市・富士駅南支部（2023.2.11）
JR新富士駅周辺の清掃

磐田市・磐田支部（2023.2.18）
今之浦公園周辺の清掃

社会福祉法人楽寿会 
特別養護老人ホーム 楽寿の園
車いす贈呈

社会福祉法人ひかりの園
特別養護老人ホーム 第三静光園
車いす贈呈

富士市・富士川支部（2022.10.2）
ふるさとを楽しくする会富士川と連携　
こぶしの里/しいたけの原木移動など

掛川市・掛川支部（2022.10.22）
認定NPO法人時ノ寿の森クラブと連携
大渕海岸防災林/海岸防災林の育樹

沼津市・沼津支部（2022.11.5）
チーム：絆の森いっぽんまつと連携　
千本悠久の森/枯れ枝集め、清掃

御殿場市・御殿場支部（2022.11.5）
NPO法人土に還る木 森づくりの会と連携　
再生の森/植栽、草刈り

富士市・富士川支部（2022.11.12）
NPO法人鎮守の森を育てる会と連携　
鎮守の森/花苗の植栽、ほうき作り

湖西市・湖西支部（2023.2.18）
湖西フロンティアクラブと連携　
不動谷の森/しいたけのほだ木作り

聖和保育園でのお米の贈呈式（2022.11.22）

東遠学園でのお米の贈呈式（2022.12.22）
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収集物の送付方法

●封筒などに入れ、宛名を「小さな親切」運動静岡県本部行きとし
窓口係へお渡しください。

静岡銀行本・支店窓口へお持ちいただく場合

●封筒などに入れ、「ご住所、お名前」をご記入のうえ「小さな親
切」運動静岡県本部までお送りください。

事務局へ郵送する場合

フードドライブとは、各家庭に眠っている未使用食品を持ち寄り、そ
れらをまとめてフードバンク団体などに寄附する活動のことです。
静岡県本部では、環境保全活動の一環として、各家庭で消費しきれ

ない食品をフードドライブに提供していただくことで、食品ロス（廃棄
物）の削減を目指しています。
今年度は、372個61.5㎏の食品が集まり、2月に特定非営利活動法
人「フードバンクふじのくに」に寄附しました。
寄附した食品は、行政や社会福祉協議会などを通して、食品を希望

される方々のために利用されます。

● 子どもの居場所づくりの支援
今年度は、新たに、子どもたちの笑顔が集まる「子どもの居場所づく

り」を応援するため、静岡県により設立された「子どもの居場所応援基
金」に20万円の寄附を行いました。
寄附金は、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じて、県内の子

どもの居場所（子ども食堂、学習支援、遊び場など）の運営費に活用さ
れます。

● 静岡県内で活動するボランティア団体等へ継続的に支援
自殺防止の最前線で多数のボランティアが活動する「静岡いのちの
電話」「浜松いのちの電話」、盲導犬不足解消のため繁殖機能を有する
盲導犬の里「富士ハーネス」（公益財団法人日本盲導犬協会）、被災地のボランティア活動等を推進している「静岡県ボラン
ティア協会」にそれぞれ20万円ずつ寄附しました。

環境保全事業
フードドライブ

支援活動の一環として、静岡県内で活動するボランティア団体等へ継続的に寄附を行っております。

支援活動

年間を通して、ベルマークの収集活動を行っています。
2022年度は259先よりお送りいただきました。皆さまからいただいたベルマークは、浜松市のオイスカ高校のベルマーク
預金を通じて、途上国の植林と環境教育支援に活用されます。
ベルマークの収集はどなたでも気軽にできるボランティアです。仕分け作業や集計作業は必要ありませんので、ベルマー

クを切り取って袋に入れてお送りください。

心の国際交流事業
ベルマーク収集活動

使用済切手と書き損じハガキの収集活動を行なっています。2022年度も多くの皆さまのご協力をいただき、使用済切手
は約136Kg（447先）、書き損じハガキは4,332枚（140先）を集めることができました。
使用済切手は、特定非営利活動法人日本国際ボランティアセンターに贈り、途上国の農業支援などの国際協力活動を
サポートします。書き損じハガキは、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会へ贈り、途上国の幼児教育における質の改善
事業に活用されます。

心の国際交流事業
使用済切手と書き損じハガキの収集活動

収集の注意点
使用済切手

①切手のまわり5mm程度の余白を残してください。
②切手が複数枚の場合はまとめて切り取ってください。
③封筒の裏側は切り取り、表面だけを送ってください。
④紙から切手を剥がさないでください。
⑤日本切手と、外国切手に分けてください。
⑥以下のものは収集対象外です。
●破れている切手
●まわりのギザギザが欠けているもの
●セロハンテープが貼られている切手
●メータースタンプ、料金後納や別納
●消印以外の汚れがある切手
●折り目がある切手

私たちは「小さな親切」運動の収集活動に協力し、使用済切手・
書き損じハガキの収集を行っています。
静岡の従業員はもちろん、東京・大阪・福岡の各事業所、協
力会社の皆さまにも声をかけて、身近な社会貢献の活動として、
今後も継続してまいります。

アオイネオン株式会社の皆さま

書き損じハガキ

①ハガキの表や裏を書き損じた、あるいは未使用のハガキで、未投函のものが対象です。
②ハガキに住所や名前の個人情報の記入がある場合は、必ずマジック等で塗りつぶしてください。
③切手部分に汚損があるものは対象外です。

日本切手 外国切手

一部を切り取っている切手破れている切手

料金後納や別納 メータースタンプ運送会社のメール便

セロテープが
貼られている
切手

①

⑥

⑤



S M A L L  K I N D N E S S  M O V E M E N T  S H I Z U O K A

11

本誌に使用の新聞記事・写真などは、各新聞社の許諾を得て転載しています。無断で複製、送信、出版、頒布、翻案等著作権を侵害する一切の行為を禁止します。

【静岡県本部事務局】 〒424-8677 静岡市清水区草薙北2番1号 静銀総合サービス（株）内
TEL.054-347-3712   FAX.054-344-0401
ホームページアドレス http://www.across.or.jp/kindness/

「小さな親切」 実行章推薦用紙
応募期限はありません。いつでもご推薦ください。

推薦者

実行章の贈呈方法について（希望方法のいずれかに○印をおつけください）

推薦日　　　　年　　月　　日

氏名（ふりがな）

（　　　　歳）

団体名（ふりがな）

自宅住所　〒　　　－

所属先

氏名

１．推薦者から贈呈
＜個人情報の取扱について＞
推薦用紙に記入された個人情報は、「小さな親切」運動の活動（含、新聞掲載）以外には使用いたしません。

２．受章者宛に直送 ３．「小さな親切」運動静岡県本部から贈呈

TEL： FAX：

住所　〒　　　－

実行内容（活動写真や新聞記事などがありましたら添付してください）

所在地

人数：　　　　　名

内訳：大　人（　　　名）   高 校 生（　　　名）
中学生（　　　名）   小学生以下（　　　名）

連絡先住所　〒　　　－

TEL： TEL：

代表者氏名（ふりがな）

個　人 団　体

期    間
（いつから）
実行場所
（どこで）

後援：静岡県

キ
リ
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リ
線


